
序

前
回
の
小
論
で
、
漢
文
日
記
の
文
学
性
に
つ
い
て
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て

『
明
月
記
』
の
俊
成

去
の
記
事
を
と
り
あ
げ
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
定
家

が
父
俊
成
と
自
ら
を
結
ぶ
絆
の
象
徴
と
し
て
雪
を
描
き
出
し
た
こ
と
を
主
張
し

た
。
で
は
何
故
、
定
家
が
殊
更
に
父
と
自
分
と
の

が
り
を
強
調
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
か
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
改
め

て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

定
家
が
、
忌
む
べ
き
様
相
を
呈
し
た
俊
成
の
最
期
を
敢
え
て
詳
ら
か
に
し
て

ま
で
、
父
俊
成
と
の

が
り
を
強
調
せ
ね
ば
な
ら
か
っ
た
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

定
家
と
そ
の
兄
成
家
の
不
和
を
挙
げ
た
い
。
定
家
と
成
家
と
の
不
仲
は
夙
に
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
事
柄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
俊
成
の
死
亡
記
事
を
読
み
解
く
に
は
、
こ
の
要
素
が

定
家
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成
家
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不
可
欠
と
考
え
る
。
俊
成

去
の
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
当
時
、
定
家
と
成

家
兄
弟
の
関
係
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
も
う
一
度
整
理
す
る
こ
と

で
、
定
家
の
心
情
と
俊
成

去
の
記
事
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
た

い
。

一

『
明
月
記
』
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
一
月
三
十
日
の
記
事
の
後
半
に
、

定
家
と
成
家
の
対
立
が
表
面
化
す
る
。
前
半
の
、
俊
成
が
雪
を
求
め
る
件
の
描

写
の
感
動
的
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
一
転
、
葬
送
の
準
備
に
右
往
左
往
す
る
遺

族
の
周
章
ぶ
り
が
包
ま
ず
描
か
れ
て
興
冷
め
で
さ
え
あ
る
。
翌
十
二
月
一
日
に

か
け
て
の
混
乱
の
様
子
を
次
に
抜
粋
す
る
。

元
久
元
年
十
一
月
三
十
日
（
略
）
御
遺
言
等
令
書
置
給
文
在
六
角
、
遣
取

由
三
位
被
命
、
仍
見
其
文
、
可
相
定
由
相
共
待
之
、（
○
頭
注
ニ
、
御
病
危
急

定
家
と
成
家

｜
｜
『
明
月
記
』
俊
成
死
亡
記
事
に
見
る
確
執
｜
｜

滝

沢

優

子



不
被
具
件
文
、
不
可
然
事
ト
ア
リ
）、
使
者
不
帰
来
、
経
時
刻
内
々
示
合
文
義

﹇
在
予
共
﹈、
不
択
日
時
方
角
土
用
事
、
有
遺
言
時
、
一
事
以
上
不
申
沙
汰
事
也
、

是
陰
陽
頭
在
憲
証
文
慥
所
持
也
、
仍
此
由
申
三
位
了
、
日
漸
闌
之
間
、
羞
小
膳
、

大
夫
入
道
（
戒
心
）、
被
訪
米
、
於
門
相
謁
、
予
借
請
彼
住
所
隣
小
屋
欲
寄
宿
、

此
堂
荒
廃
無
四
壁
、
盗
怖
畏
無
極
之
故
也
、
帰
入
之
間
六
角
尼
上
被
渡
（
輿
）、

良
久
申
合
諸
事
被
帰
了
、
猶
相
待
之
間
、
空
日
暮
了
、（
略
）

元
久
元
年
十
二
月
一
日

午
後
晴
、
鶏
鳴
参
入
、
三
品
今
夜
被
宿
、
御
遺
言

文
求
出
夜
部
持
来
、
而
入
棺
可
用
人
滅
日
之
由
被
載
、
及
暗
之
間
卒
爾
延
怠
了
、

雖
遣
恨
又
非
無
例
歟
由
被
命
﹇
文
遅
来
之
所
致
歟
﹈、
予
云
、
於
今
者
何
為
乎
、

三
ケ
日
之
中
葬
送
事
、
尤
可
被

也
、
文
義
来
申
云
、
於
御
遺
言
は
一
切
不
沙

汰
方
角
之
等
事
、
聊
有
沙
汰
は
還
事
煩
可
候
也
、
仍
今
日
一
定
由
定
了
、
天
明

共
入
山
中
見
彼
墓
所
、
故
御
前
御
墓
辛
方
也
、（
略
）

俊
成
の
埋
葬
の
日
に
ち
を
巡
り
、
俊
成
の
遺
言
書
を
探
し
て
か
ら
そ
の
内
容

に
従
う
べ
し
と
す
る
成
家
と
、
以
前
見
た
遺
言
書
の
記
憶
に
従
い
、
即
日
埋
葬

す
べ
し
と
す
る
定
家
が
対
立
す
る
。
結
局
、
成
家
の
慎
重
論
に
圧
さ
れ
、
遺
言

書
の
到
着
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
遺
言
書
を
捜
し
出
す
の
に
手
間
取
っ
た

従
者
が
、
そ
れ
を
彼
ら
の
元
に
届
け
た
の
は
深
夜
で
あ
っ
た
。
翌
朝
に
な
っ
て

「
入
滅
の
日
を
以
て
埋
葬
す
る
こ
と
」
と
い
う
、
遺
言
書
の
内
容
を
知
ら
さ
れ

た
定
家
は
、
不
満
を
押
さ
え
切
れ
な
い
。
自
分
の
意
見
が
容
れ
ら
れ
ず
、
遺
言

書
を
待
つ
苛
立
ち
を
「
な
お
相
待
つ
の
間
、
空
し
く
日
暮
れ
了
ん
ぬ
」
と
記
し
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
遺
言
書
の
在
所
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

「
御
病
の
危
急
に
件
の
文
を
具
へ
ざ
る
こ
と
、
し
か
ら
ざ
る
べ
き
事
」
と
、
頭

注
に
お
い
て
批
判
す
る
。「
入
棺
は
入
滅
の
日
に
行
う
べ
し
」
と
の
遺
言
を
守

れ
な
か
っ
た
憾
み
か
ら
、「
暗
き
に
及
ぶ
の
間
、
卒
爾
延
怠
し
了
ん
ぬ
」
と
謗

ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。「
故
人
の
意
思
に
従
え
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
が
、

こ
う
し
た
例
は
無
い
こ
と
で
は
な
い
か
ら
」
と
宥
め
る
成
家
に
対
し
て
、「
今

に
於
い
て
は
何
を
か
な
さ
ん
か
」
と
弾
き
返
す
よ
う
に
応
じ
る
。「
今
と
な
っ

て
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
、
三
日
以
内
に
葬
送
す
る
こ
と
、
早
く
済
ま
す
の
が
一

番
で
す
」。
確
か
に
定
家
の
言
う
通
り
、
遺
言
書
を
予
め
探
し
て
お
か
な
か
っ

た
こ
と
は
、
兄
弟
の
長
と
し
て
、
葬
儀
を
取
り
仕
切
る
成
家
の
落
ち
度
で
あ
る
。

但
し
、
遺
言
書
を
管
理
し
て
い
た
の
は
、
姉
の
六
角
尼
上
で
あ
り
、
彼
女
の
管

理
不
充
分
も
責
め
ら
れ
て
当
然
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
定
家
の
怒
り
の
矛
先
は
、

一
人
、
兄
の
三
位
成
家
へ
と
向
け
ら
れ
る
。

定
家
・
成
家
兄
弟
の
不
和
の
原
因
は
、
定
家
自
身
の
言
葉
に
拠
れ
ば
、
感
情

の
行
き
違
い
が
、
若
年
の
頃
か
ら
、
定
家
の
思
惑
と
は
別
に
成
家
の
方
か
ら
発

生
し
た
こ
と
に
あ
る
ら
し
い
。

故
兵
部
卿
自
同
宿
之
昔
、
内
心
不
似
予
存
、
始
終
雖
失
本
意
、
予
如
不
存
不

知
、（『
明
月
記
』
寛
喜
二
年
九
月
十
八
日
条
）

先
学
諸
氏
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
成
家
の
不
行
跡
ゆ
え
、
定
家
が
彼
を
一
家
に

と
っ
て
恥
ず
ベ
き
人
物
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る

定
家
と
成
家

三
八



尤
も
、
定
家
の
成
家
に
対
す
る
態
度
も
、
あ
ま
り
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
明
月
記
』
を
見
る
限
り
、
黙
殺
に
近
い
態
度
で
あ
り
、

時
に
は
、
他
人
か
ら
の
聞
き
書
き
で
、
兄
の
不
手
際
を
書
き
立
て
て
い
る
。
成

家
の
名
が
『
明
月
記
』
に
見
え
る
の
は
、
彼
が
定
家
の
下
に
俊
成
危
篤
の
報
を

発
し
た
元
久
元
年
十
一
月
二
十
六
日
ま
で
に
限
る
と
、
八
十
日
間
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
六
十
日
間
の
記
事
は
、
公
事
・
儀
式
へ
の
参
加
者
と
し
て
名
が
記
録

さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
逆
に
、
個
人
的
な
交
流
が
記
さ
れ
た
の
は
、
僅
か
に
十

二
日
間
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
公
事
に
つ
い
て
の
記
事
の
中
で
も
、
建
仁
二
年

（
一
二
〇
二
）
三
月
十
四
日
条
に
は
、
前
日
の
八
幡
臨
時
祭
り
に
於
い
て
、
急

に
一
人
欠
け
た
舞
人
の
替
わ
り
に
成
家
が
召
さ
れ
か
け
た
が
、
成
家
は
「
入
道

（
俊
成
）
所
労
の
火
急
の
由
を
称
し
遁
去
」
し
た
こ
と
が
見
え
、
定
家
は
こ
れ

を
、「
甚
だ
左
道
也
」
と
非
難
し
て
い
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
私
が
指
摘
し
た
い
の
は
、
御
子
左
家
の
継
承
を
巡
る
ラ

イ
バ
ル
意
識
で
あ
る
。
定
家
が
俊
成
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
は
、
勅
撰
集
の
選

者
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
誤
り
は
な
い
。
し
か
し
、
定
家
の
官
職
を
見
る
と
、

建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
に
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
は
、
並
ぶ
こ
と
は
あ
っ

て
も
兄
成
家
を
凌
ぐ
こ
と
は
な
い
。
七
歳
と
い
う
年
の
開
き
に
比
べ
れ
ば
、
二

人
は
接
近
し
た
官
職
に
就
い
て
い
て
定
家
の
才
覚
を
思
わ
せ
る
が
、
と
も
か
く

も
成
家
は
、
俊
成
の
長
子
と
し
て
の
面
目
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

『
明
月
記
』
中
で
は
な
い
が
、「
藤
原
定
家
自
筆
申
文
」（
東
京
国
立
博
物
館

定
家
と
成
家

三
九

蔵
）
の
文
面
か
ら
、
定
家
に
と
っ
て
兄
成
家
が
、
実
際
の
昇
進
の
障
害
で
あ
っ

た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
村
山
修
一
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
申
文
は
、
当
時
の
権

勢
者
内
大
臣
源
通
親
に
宛
て
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

転
任
所
望
之
事
／
少
将
之
中
、
任
日
位
階
第
一
、
出
仕
旧
労
四
代
、
就
中
寿

永
二
年
秋
、
忝
列
仙
籍
以
来
、
奉
公
労
二
十
年
、
当
時
中
将
之
中
、
舎
兄
一
人

之
外
、
皆
多
年
之
下
臈
、
数
代
之
後
進
也
、
今
雖
相
兼
此
理
、
若
依
兄
弟
之
並
、

可
為
昇
進
之
妨
候
歟
、
然
自
斉
信
・
道
信
朝
臣
以
来
、
中
将
常
為
兄
弟
相
並
之

官
、
自
侍
従
少
将
当
初
、
定
家
常
鯨
兄
弟
同
官
之
名
、
安
元
之
昔
拝
侍
従
、
文

治
之
比
無
其
闕
、
剰
加
次
将
、
此
両
度
奉
公
日
浅
、
競
望
人
多
、
若
被
嫌
此
事

者
、
尤
可
有
其
沙
汰
候
歟
、
而
先
遂
此
望
、
重
預
叙
爵
、
今
及
衰
暮
之
齢
、
始

被
妨
此
望
候
者
、
兄
仕
朝
廷
者
、
誰
励
奉
公
候
乎
、
就
中
近
年
三
品
崇
班
、
経

家
・
顕
家
卿
相
並
、
台
閣
七
人
之
中
、
長
兼
加
任
、
夕
郎
三
人
之
中
、
顕
俊
並

補
、
是
皆
古
今
之
例
、
或
希
、
或
無
之
、
況
又
国
通
任
少
将
、
敦
通
任
侍
従
、

多
無
奉
公
之
旧
労
、
各
預
並
兄
之
朝
恩
、
当
時
之
徳
政
大
略
如
斯
、
況
定
家
更

無
一
人
之
上

、
久
蒙
多
年
之
超
越
、
令
遂
此
望
、
誰
為
非
拠
候
乎
、
但
此
事

猶
依
身
不
肖
、
難
被
免
候
者
、
本
望
更
不
限
此
一
事
候
、
専
顧
衰
老
凡
卑
之
質
、

不
好
顕
耀
声
華
之
職
、
為
近
衛
次
将
者
、
被
遷
便
宜
要
官
者
、
古
今
之
恒
例
候

歟
、
内
蔵
頭
、
右
馬
頭
、
大
蔵
卿
之
間
、
若
自
然
其
闕
出
来
候
者
、
任
被
遷
任

候
乎
、
是
皆
雖
似
過
分
之
望
、
悉
為
後
進
之
所
帯
、
令
中
其
が
个
官
之
中
、
若

被
遷
任
候
者
、
懇
切
所
望
超
過
于
転
任
候
者
也
、
所
詮
空
疲
中
郎
之
望
、
猶
列



近
仗
之
末
候
之
案
、
心
肝
如
摧
、
悲
涙
難
乾
候
之
間
、
重
所
申
入
候
也
、
以
此

赴
、
可
令
洩
申
給
候
、
定
家
恐
惶
謹
言
、

内
蔵
頭
・
右
馬
頭
・
大
蔵
卿
へ
の
転
任
を
希
望
す
る
に
至
る
、
中
将
昇
進
を

諦
め
る
に
至
る
過
程
に
、
定
家
の
屈
折
し
た
兄
へ
の
心
境
が
伺
わ
れ
て
興
味
深

い
。定

家
は
、「
私
は
少
将
の
内
で
最
も
在
任
期
間
が
長
く
、
位
も
最
も
高
い
。

少
将
の
中
で
中
将
に
昇
進
し
て
当
然
で
あ
る
。
中
将
の
中
で
も
、
自
分
の
兄
以

外
は
、
私
よ
り
官
歴
も
短
く
年
齢
も
若
い
者
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
事

情
か
ら
す
れ
ば
、
私
の
中
将
昇
進
の
望
み
が
兄
の
在
任
を
理
由
に
妨
げ
ら
れ
る

の
は
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
い
、
古
今
、
兄
弟
が
同
種
の
官
に
就

い
た
例
を
挙
げ
、
自
分
の
中
将
昇
進
が
不
当
な
希
望
で
な
い
こ
と
を
説
い
て
い

る
。
そ
し
て
、
事
実
、
自
分
が
侍
従
・
少
将
に
任
じ
ら
れ
た
当
初
は
、
兄
の
成

家
も
そ
の
官
に
あ
っ
て
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と
を
述
べ
、
に
も
拘
わ
ら
ず
、
兄

が
同
官
に
居
る
事
を
以
て
こ
の
望
み
を
妨
げ
ら
れ
る
の
な
ら
ば
、「
兄
の
朝
廷

に
仕
ふ
る
者
は
、
誰
ぞ
奉
公
に
励
み
候
や
」
｜
朝
廷
に
兄
の
い
る
者
は
、
誰
も

奉
公
に
励
ま
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
｜
と
は
殆
ど
捨
て
台
詞
に
近
い
。
さ
ら
に
、

現
在
「
お
の
お
の
兄
に
並
ぶ
の
朝
恩
に
預
か
る
」
者
の
名
を
列
挙
し
て
、「
自

分
以
上
の
上
位
者
も
な
く
、
久
し
く
人
に
越
え
ら
れ
て
き
た
私
が
、
兄
に
並
ぶ

中
将
に
進
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
誰
が
故
な
し
と
責
め
よ
う
か
」
と
、
重
ね
て

中
将
昇
進
の
希
望
の
正
当
性
を
訴
え
る
。
し
か
し
、「
中
将
に
昇
進
で
き
な
い

理
由
が
私
の
非
才
に
あ
る
と
い
う
な
ら
、
致
し
方
な
い
」
と
し
、
次
善
の
案
と

し
て
、「
内
蔵
頭
・
右
馬
頭
・
大
蔵
卿
の
い
ず
れ
か
に
欠
員
が
出
た
と
き
に
は
、

是
非
こ
れ
に
任
じ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
重
ね
て
申
し
入
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
と
か
く
成
家
が
定
家
の
障
害
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
成
家
の
意
思
な
ど
と
は
無
関
係
な
、
社
会
通
念
や
政
治
機
構
が
も
た

ら
し
た
不
幸
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
、
定
家
が
兄
成
家
を
嫌
悪
し
た
の
は
、
自
身

の
政
治
活
動
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
如
何
に
家
意
識
の
強
い

定
家
と
は
い
え
、
軽
蔑
の
対
象
で
し
か
な
い
兄
な
ら
ば
、
無
視
す
れ
ば
充
分
で

あ
る
。
俊
成
の

去
・
葬
送
の
記
事
な
ど
に
お
い
て
攻
撃
す
る
に
は
及
ぶ
ま
い
。

し
か
し
、
反
発
を
露
に
し
た
原
因
に
は
、
成
家
が
定
家
に
不
利
益
を
も
た
ら
す

存
在
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
成
家
に
し
て
み
て
も
、

自
分
に
競
争
意
識
を
剥
き
出
し
に
す
る
弟
定
家
と
距
離
を
置
き
た
く
な
る
の
は

当
然
で
、
二
人
の
仲
が
芳
し
く
な
く
な
る
の
も
、
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。

さ
て
、
定
家
は
こ
の
「
申
文
」
を
書
い
た
後
の
建
仁
二
年
閏
十
月
二
十
四
日
、

左
近
衛
権
中
将
に
任
じ
ら
れ
、
兄
と
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。
尤
も
こ
れ
に
は
、
父

俊
成
の
後
押
し
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

定
家
朝
臣
の
中
将
の
事
申
と
て
、
父
の
入
道
よ
み
て
奉
ら
れ
た
り
し
歌
、

小
さ
ゝ
原
風
ま
つ
露
の
き
え
や
ら
て
こ
の
ひ
と
ふ
し
を
お
も
ひ
お
く

か
な

定
家
と
成
家

四
〇



二

定
家
が
権
中
将
に
任
じ
ら
れ
た
丁
度
一
年
後
の
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
十

月
二
十
四
日
、
兄
成
家
が
、
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
こ
の
折
の
定
家
の
反
応
に

は
大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
建
仁
三
年
と
い
う
年
は
、
御
子
左
家
に
と
っ
て
、
大
き
な
慶
び
の
年
で

あ
っ
た
。
即
ち
、
彼
ら
の
父
・
俊
成
の
九
十
の
長
寿
の
祝
い
を
和
歌
所
に
於
い

て
行
う
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
日
程
は
当
初
、
九
月
十
三
日
を
予
定
し

て
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
延
期
さ
れ
、
十
一
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ

た
。
兄
成
家
が
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
俊
成
の
九
十
の
賀
の
直
前
、

十
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。

定
家
も
実
は
、
九
十
の
賀
を
前
に
、
自
ら
の
昇
進
を
以
て
そ
れ
に
花
を
添
え

よ
う
と
い
う
の
か
、
九
条
家
の
縁
故
を
頼
り
、
任
官
運
動
を
し
た
ら
し
い
。
建

仁
三
年
十
月
一
日
「
申
時
九
条
殿
に
参
ず
、
近
辺
に
宿
す
」、
同
月
二
日
「
今

日
宇
治
（
僧
正
）
に
参
ず
、
只
今
帰
洛
、
昨
日
殿
に
申
す
と
事
と
同
じ
事
也
、

丞
相
の
間
の
事
也
」、
と
あ
る
か
ら
一
足
飛
び
に
参
議
任
官
を
目
論
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
除
目
ま
で
日
数
が
足
ら
ず
、「
此
事
今
に
於
い
て
は
甚

だ
治
め
難
き
歟
、
京
官
除
目
は
廿
三
日
、
九
十
賀
は
廿
七
八
日
の
程
と
云
々
」

と
の
忠
告
に
渋
々
、
こ
の
度
の
昇
進
を
断
念
す
る
。
平
静
を
装
っ
て
は
い
た
が
、

無
論
未
練
は
有
り
余
り
、
除
目
の
三
日
前
の
十
月
廿
一
日
に
は
、「
明
後
日
の

定
家
と
成
家

四
一

除
書
、
所
望
の
輩
奔
走
す
」
と
、
他
の
猟
官
者
の
奔
走
ぶ
り
を
嘲
っ
て
み
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
除
目
の
翌
日
、
廿
五
日
に
な
っ
て
、
兄
成
家
が

三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。『
明
月
記
』
の
記
述
か
ら
、
定
家
は

成
家
の
昇
進
を
前
以
て
知
ら
さ
れ
る
こ
と
も
、
ま
し
て
昇
進
の
た
め
の
運
動
を

し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
な
い
様
子
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
兄
弟
間
の
断
絶
の
深
さ

が
露
呈
す
る
と
同
時
に
、
俊
成
の
長
子
と
し
て
の
成
家
の
社
会
的
認
知
度
が
判

明
す
る
。
御
子
左
家
が
九
条
家
の
庇
護
の
下
に
あ
っ
た
事
を
考
え
れ
ば
、
九
条

家
の
口
添
え
が
成
家
に
対
し
て
も
な
さ
れ
た
と
見
な
し
得
、
こ
れ
は
即
ち
九
条

家
が
、
定
家
よ
り
成
家
の
昇
進
を
先
ん
じ
た
表
れ
と
い
え
よ
う
。
定
家
に
し
て

み
れ
ば
、
全
て
に
裏
切
ら
れ
た
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
当
時
の
一
家
の
長
が
、

年
齢
で
も
長
幼
の
序
で
も
な
く
、
一
家
の
う
ち
官
位
の
最
も
高
い
も
の
が
家
長

と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
成
家
が
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
日
ま
で

は
、
定
家
は
、
官
職
等
し
く
、
し
か
し
勅
撰
集
の
選
者
の
任
に
あ
っ
た
自
分
が
、

最
高
位
者
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
ぐ
二
十
六
日
の
記
事
は
極
端
に
短
い
。
天
候
の
記
述
を
含
め
て
も
、
五
十

文
字
に
も
満
た
な
い
短
さ
で
あ
る
。
俊
成
の
下
に
赴
き
「
謁
申
三
位
」、
三
位

と
な
っ
た
兄
に
会
っ
た
こ
と
だ
け
が
記
さ
れ
、
そ
こ
に
兄
成
家
の
昇
進
を
祝
う

文
言
は
な
い
。
四
年
前
に
成
家
が
中
将
に
昇
進
し
た
時
は
、

（
略
）
聞
書
見
え
来
た
ら
ず
。
巳
の
時
許
り
に
、
右
少
将
中
将
に
任
ず
る
の

由
、
高
倉
よ
り
告
げ
送
る
。
仍
り
て
賀
札
を
奉
り
了
ん
ぬ
。
其
の
後
、
聞
書
を



見
る
。（
正
治
元
年
一
二
月
十
日
）

と
、
そ
れ
な
り
の
交
流
が
見
え
、
こ
れ
を
祝
っ
て
い
る
の
と
比
較
す
る
と
、
定

家
の
受
け
た
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
が
伺
え
る
。
さ
す
が
に
一
家
に
と
っ
て
慶
事

で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
を
難
ず
る
言
辞
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
の
恬
淡
さ
、

定
家
の
心
情
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
衝
撃
の
兄
の
三
位
叙
位
か
ら
、
一
月
足
ら
ず
で
俊
成
の
九
十

の
賀
の
日
が
お
と
ず
れ
る
。『
明
月
記
』
に
、
定
家
が
儀
式
の
運
営
に
携
わ
っ

て
い
る
形
跡
は
無
い
。
前
日
、
周
囲
か
ら
儀
式
の
子
細
を
尋
ね
ら
れ
て
も
、

「
明
日
九
十
賀
事
、
自
諸
方
被
尋
問
、
未
見
次
第
｜
」
と
、
自
分
は
知
ら
な
い

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
猶
、『
明
月
記
』
に
は
九
十
の
賀
の
記
事
が
残
さ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
事
に
つ
い
て
散
逸
と
す
る
見
方
が
多
い
。
九
十
の
賀
を
別
記

に
記
し
た
た
め
『
明
月
記
』
か
ら
欠
落
し
、
更
に
「
俊
成
九
十
賀
記
」
と
い
う

も
の
も
散
逸
し
て
、
現
在
に
云
わ
ら
な
い
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆

者
は
定
家
の
意
思
に
よ
る
省
筆
と
見
る
。
も
し
、
別
記
に
記
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

『
明
月
記
』
中
に
別
記
の
存
在
を
示
す
文
言
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
し

か
し
、「
具
有
別
記
」
等
の
割
注
も
な
く
、
ま
た
、
儀
式
を
行
う
た
め
、
或
い

は
別
記
を
作
成
す
る
為
の
資
料
を
収
集
し
た
旨
の
記
録
す
ら
見
い
だ
せ
な
い
。

九
十
の
賀
の
記
録
と
し
て
は
、
既
に
『
安
元
御
賀
記
』
な
ど
が
存
在
す
る
か
ら
、

こ
れ
を
借
り
る
算
段
を
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
の
よ
う
な

気
配
が
全
く
無
い
の
で
あ
る
。
御
子
左
家
の
晴
儀
を
、
家
意
識
の
強
い
定
家
が

書
か
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
、
一
見
不
自
然
に
映
る
が
、
定
家
と
成
家
の
確
執

を
考
慮
す
れ
ば
、
理
解
の
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
父
の
賀
に
三
位
と
な

っ
て
花
を
添
え
た
兄
の
晴
れ
が
ま
し
い
姿
に
引
き
替
え
、
軽
蔑
す
る
兄
の
風
下

に
置
か
れ
た
自
分
の
惨
め
な
姿
を
書
く
気
に
は
な
る
ま
い
。
和
歌
の
家
・
御
子

左
家
と
は
、
俊
成
か
ら
定
家
へ
受
け
継
が
れ
る
も
の
と
信
ず
る
定
家
に
と
っ
て

は
、
自
分
に
水
を
分
け
る
三
位
に
昇
り
、
俊
成
の
継
嗣
を
印
象
づ
け
た
兄
成
家

の
い
る
儀
式
ほ
ど
書
き
遺
す
の
に
不
都
合
な
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

三

定
家
に
と
っ
て
、
兄
成
家
は
自
分
の
昇
進
を
阻
み
、
御
子
左
家
の
継
承
者
の

立
場
を
脅
か
す
存
在
で
あ
っ
た
。
で
は
彼
ら
兄
弟
を
、
周
囲
は
ど
の
よ
う
に
見

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
同
時
期
の
記
録
は
乏
し
く
、『
玉

葉
』
や
『
三
長
記
』
に
も
、
成
家
・
定
家
兄
弟
の
間
柄
に
つ
い
て
、
立
ち
入
っ

た
見
解
な
ど
は
示
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
兄
弟
、
に
対
す
る
世
間
の
認
識
の
在

り
方
を
示
す
興
味
深
い
記
事
が
、『
明
月
記
』
に
あ
る
。「
官
位
の
高
さ
」
が

「
長
幼
の
序
」
を
上
回
る
と
す
る
一
家
の
長
者
の
定
義
と
は
逆
に
同
腹
の
兄
弟

の
場
合
、
優
先
順
位
の
決
定
に
は
揺
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
資
料
で

あ
る
。
時
は
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）、
俊
成

去
よ
り
三
十
年
程
下
っ
た
、

定
家
六
十
九
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

寛
喜
二
年
四
月
六
日

祭
主
能
隆
が
病
気
を
理
由
に
職
を
辞
す
に
あ
た
り
、

定
家
と
成
家

四
二



後
任
に
は
誰
を
据
え
る
か
、
議
事
録
の
清
書
を
定
家
は
懐
紙
に
写
し
取
り
、

『
明
月
記
』
に
残
し
た
そ
れ
に
よ
る
と
、

祭
主
能
隆
卿
辞
退
替
、
以
何
輩
可
被
補
哉
事

内
大
臣
定
申
云
、
官
職
之
道
被
登
庸
上

者
承
所
々
例
也
、
隆
通
朝
臣
為
上

首
受
譜
第
、
加
以
明
君
知
明
父
知
子
、
能
隆
卿
多
年
内
挙
定
有
所
拠
歟
、
下

無
殊
功
者
、
隆
通
朝
臣
被
抽
補
何
事
之
有
乎
、
於
年
齢
事
者
、
近
代
尊
卑
不
謂

老
少
、
極
高
官
昇
尊
位
、
何
至
此
職
可
有
其
沙
汰
哉
、
其
上
不
知
神
慮
、
宜
在

聖
断
、

能
隆
の
子
息
で
あ
り
、
候
補
者
中
最
も
格
上
で
、
能
隆
の
推
挙
も
得
て
い

る
隆
通
を
後
任
に
据
え
る
の
が
順
当
で
あ
っ
た
が
、
二
つ
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
隆
通
の
年
齢
が
若
い
こ
と
。
今
一
つ
は
、
隆
通
よ
り
格
下
に
置
か
れ

て
い
る
が
、
能
隆
の
現
在
の
長
子
、
即
ち
隆
通
の
兄
の
隆
雅
が
い
た
こ
と
で
あ

る
。
内
大
臣
は
、「
年
齢
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
現
代
は
尊
卑
や
老
少
は
問
わ

ず
、
高
位
高
官
に
就
い
て
い
る
。
祭
主
の
職
も
例
外
で
は
な
い
」
と
す
る
が
、

大
納
言
以
下
、
隆
通
派
・
隆
雅
派
に
別
れ
て
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
紙
幅

の
都
合
に
よ
り
、
以
下
の
本
文
の
引
用
は
割
愛
す
る
。

論
議
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
位
階
第
一
の
隆
通
は
、
器
量
は
人
に
優
れ
る

が
、
通
常
六
十
歳
以
上
が
任
じ
ら
れ
る
祭
主
に
年
齢
が
足
ら
ず
、
位
階
第
二
の

隆
雅
は
年
齢
・
器
量
と
も
不
足
は
な
い
が
、
長
子
な
が
ら
父
・
能
隆
か
ら
義
絶

さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
が
、
主
な
争
点
で
あ
る
。
他
、
父
の
推
薦
が
あ
っ
て

定
家
と
成
家

四
三

も
、
そ
れ
は
議
定
の
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
か
、
義
絶
の
有
無
よ
り
、

隆
雅
の
親
に
対
す
る
不
義
の
有
無
の
方
が
問
題
で
あ
る
と
か
、
興
味
深
い
意
見

が
並
ぶ
。
結
局
、「
当
時
之
道
理
」
通
り
、「
位
階
第
一
者
」
で
あ
る
こ
と
と

「
能
隆
卿
存
日
挙
申
」
に
よ
り
、
隆
通
が
祭
主
に
据
え
ら
れ
た
。

こ
の
隆
雅
・
隆
通
兄
弟
へ
の
視
線
を
、
成
家
と
定
家
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、

定
家
の
自
負
を
よ
そ
に
、
成
家
の
存
在
の
大
き
さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

ま
し
て
、
隆
雅
の
如
く
、
成
家
は
俊
成
か
ら
義
絶
さ
れ
た
過
去
も
な
く
、
俊
成

に
孝
養
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
事
も
無
い
。
ま
た
、
成
家
の
子
の
宣
家
は
元
久
元

年
三
月
七
日
、
侍
従
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
入
道
殿
（
俊
成
）
の

申
し
任
じ
せ
し
め
給
う
」
故
で
あ
る
と
い
い
、
俊
成
の
庇
護
が
成
家
一
家
に
及

ん
で
い
る
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。

四

即
ち
、
定
家
は
「
歌
の
家
」
と
し
て
の
御
子
左
家
を
継
承
し
た
が
、
そ
れ
は
、

兄
の
所
謂
廃
嫡
を
請
け
る
な
ど
の
明
確
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
後
に
定
家
が

権
中
納
言
ま
で
昇
り
、
為
家
が
権
大
納
言
に
至
っ
た
既
成
事
実
を
し
て
事
後
承

諾
的
に
認
知
さ
れ
る
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
俊
成

去
の
元
久
元
年
当
時
、
そ

の
よ
う
な
将
来
の
展
望
が
予
知
で
き
よ
う
か
。

昇
進
の
妨
げ
で
あ
り
、
俊
成
の
後
継
者
と
し
て
の
定
家
の
社
会
的
認
知
度
を

脅
か
す
存
在
と
な
り
う
る
同
腹
の
兄
が
、
定
家
に
快
か
ろ
う
は
ず
も
な
い
。
ま



た
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
成
家
と
い
う
人
物
、
定
家
が
切
望
す
る
官
職
に
既
に

就
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
定
家
が
酷
評
す
る
程
無
能
で
は
な
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。
よ
し
ん
ば
、
定
家
の
言
う
通
り
の
愚
人
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を

補
う
父
俊
成
の
引
き
立
て
が
あ
っ
た
証
し
で
あ
る
。『
拾
玉
集
』
に
俊
成
が
成

家
の
昇
進
を
訴
え
る
歌
が
収
め
ら
れ
る
。

お
な
じ
き
と
し
、
俊
成
入
道
、
成
家
朝
臣
中
将
に
な
さ
ん
事
、
殿
に
申
せ

と
て
、敷

島
や
道
を
尋
ね
ば
三
笠
山
な
か
の
跡
し
も
隔
て
や
は
せ
む

俊
成
の
親
の
心
情
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
愛
情
の
平
等
な
配
分
は
、
御
子
左
家

の
後
継
者
を
自
任
す
る
定
家
に
は
歓
迎
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
か
と
い

っ
て
父
へ
向
か
う
べ
く
も
な
い
不
満
は
、
翻
っ
て
兄
成
家
へ
の
憎
悪
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
ろ
う
。
俊
成
の

去
の
直
後
、
遺
体
の
扱
い
や
葬
送
の
日

時
を
巡
っ
て
、
定
家
が
成
家
に
反
発
す
る
の
は
、
以
前
か
ら
の
確
執
の
表
面
化

と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
俊
成
の
後
継
者
を
自
任
す
る
定
家
は
、
自
分
の
行
動
や
主
張
が
俊

成
の
意
思
に
添
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
後
も
書
き
付
け
る
。

（
略
）
文
義
来
、
正
月
四
日
五
七
日
仏
経
布
施
等
持
来
、
即
返
遣
了
、
皆
是

軽
微
也
、
人
定
誹
謗
歟
、
聖
霊
更
不
好
適
差
給
、
近
代
之
人
、
語
導
師
借
布
施

請
客
人
、
令
取
聞
此
事
、
殊
弾
指
給
、
仍
随
力
所
堪
、
随
彼
御
命
也
（
元
久
元

年
十
二
月
卅
日
）

定
家
が
担
当
す
る
五
七
の
供
養
の
為
の
布
施
は
質
素
で
、
人
に
誹
謗
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
俊
成
が
贅
沢
を
好
ま
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
近
頃

は
布
施
を
借
り
て
ま
で
準
備
す
る
ら
し
い
事
を
聞
か
れ
た
時
は
、
こ
れ
を
殊
に

非
難
し
た
。
よ
っ
て
、
今
回
私
が
人
に
笑
わ
れ
よ
う
と
自
分
に
出
来
る
範
囲
内

で
用
意
す
る
の
は
、
俊
成
の
御
心
に
従
っ
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
、
と
。

結

こ
れ
ま
で
、
歌
人
と
し
て
の
定
家
の
研
究
に
於
い
て
、
詠
歌
に
及
ぼ
す
影
響

の
少
な
さ
か
ら
、
兄
と
の
関
係
は
重
視
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
回
、
兄

弟
の
確
執
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、「
家
」
に
対
す
る
意
識
が
強
く
あ
ら
わ
れ
る

「
漢
文
日
記
」
に
於
い
て
は
、
そ
の
記
述
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
だ
か

ら
で
あ
る
。

定
家
が
描
く
『
明
月
記
』
の
俊
成

去
の
記
事
は
、
特
に
俊
成
が
雪
を
求
め

る
前
半
が
印
象
的
で
あ
る
が
、
後
半
の
興
冷
め
な
感
も
拭
え
な
い
成
家
と
の
対

立
も
、
定
家
に
と
っ
て
は
自
分
と
俊
成
の
絆
を
強
調
す
る
意
味
に
於
い
て
、
書

き
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
象
で
あ
っ
た
。
定
家
に
深
く
注
が
れ
た
俊
成
の

情
愛
が
、
劣
ら
ず
成
家
の
方
に
も
注
が
れ
て
い
る
以
上
、
そ
し
て
、
長
幼
の
序

を
等
閑
に
で
き
な
い
社
会
か
ら
、
定
家
は
自
分
を
特
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
子
孫
に
与
え
る
「
漢
文
日
記
」
に
お
い
て
、
定
家
は
、
兄
よ
り

も
自
分
が
御
子
左
家
の
後
継
者
と
し
て
相
応
し
い
行
動
を
と
っ
た
こ
と
を
、
伝

定
家
と
成
家

四
四



え
る
の
で
あ
る
。

注

拙
稿
「『
明
月
記
』
俊
成
死
亡
記
事
の
作
為
｜
漢
文
日
記
の
文
学
性
へ
の
一
試
論

｜
」（「
同
志
社
国
文
学
」
第

号

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
一
）。

本
文
は
国
書
刊
行
会
編
『
明
月
記
』
明
治
四
十
五
年
二
月
廿
五
日
印
刷
、
同
月
廿

九
日
印
刷
発
行
、
昭
和
十
年
十
月
三
十
日
合
冊
発
行
）
に
よ
る
。
な
お
旧
字
体
及
び

異
体
字
は
、
適
宜
通
行
字
体
に
改
め
た
。
な
お
細
字
に
よ
る
注
記
は
（

）
を
も
っ

て
示
し
、
割
注
は
﹇

﹈
を
も
っ
て
示
し
た
。

高
橋
秀
樹
『
日
本
中
世
の
家
と
親
族
』
第
一
部
（
吉
川
弘
文
館

平
成
八
年
七
月

十
日
）。

石
田
吉
貞
『
藤
原
定
家
の
研
究
』（
文
雅
堂
書
店

昭
和
三
十
二
年
三
月
）。

村
山
修
一『
藤
原
定
家
』（
関
書
院

昭
和
三
一
年
六
月
刊
）。

辻
彦
三
郎
『
藤
原
定
家

明
月
記
の
研
究
』
第
一
編
第
一
章
第
三
節
（
吉
川
弘
文

館

昭
和
五
十
二
年
五
月
十
日
）。

元
久
元
年
正
月
一
日
条
／
承
元
元
年
六
月
七
日
条
／
承
元
二
年
五
月
二
十
六
日
条
／

建
保
元
年
七
月
十
一
日
条
／
建
保
元
年
七
月
二
十
七
日
条
な
ど
。

辻
彦
三
郎
『
藤
原
定
家

明
月
記
の
研
究
』
第
一
編
第
一
章
第
三
節
（
吉
川
弘
文

館

昭
和
五
十
二
年
五
月
十
日
）。

手
崎
政
男
「
定
家
が
官
位
を
熱
望
し
た
こ
と
の
背
景
」（「
富
山
大
学
文
理
学
部
文

学
紀
要
」
第
９
号
、
昭
和
三
十
五
年
一
月
）。

『
公
卿
補
任
』。

村
山
修
『
藤
原
定
家
』（
関
書
院

昭
和
三
一
年
六
月
刊
）。

辻
彦
三
郎
『
藤
原
定
家

明
月
記
の
研
究
』
第
一
編
第
一
章
三
節
（
吉
川
弘
文
館

昭
和
五
十
二
年
五
月
十
日
））

定
家
と
成
家

四
五

「
源
家
長
日
記
」
／
辻
彦
三
郎
『
藤
原
定
家
明
月
記
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

昭

和
五
十
二
年
五
月
十
日
）
よ
り
。

前
掲
注

論
文
。

久
保
田
淳
『
藤
原
定
家
』（
集
英
社

昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
三
日
）。

五
味
文
彦
『
藤
原
定
家
の
時
代
』（
岩
波
新
書

、
岩
波
書
店

平
成
三
年
七
月

十
九
日
）
等
。

例
え
ば
『
春
記
』（
藤
原
資
房
一
〇
〇
七

一
○
五
七
）
に
は
本
文
中
の
注
記
に
よ

っ
て
、
現
在
伝
わ
ら
な
い
別
記
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
長
暦
二
年
十
月
五
日
条
。

同
月
二
十
三
日
条
な
ど
。

『
群
書
類
従
』
雑
部

巻
第
五
百
二
十
九

『
明
月
記
』
建
久
九
年
二
月
二
十
九
日
条
、「
無
渡
世
之
計
人
也
、
不
便
々
々
、」

藤
原
兼
実
（
一
一
四
九

一
二
〇
二
）
の
日
記
。

藤
原
長
兼
（
生
没
年
不
詳
１
）
に
よ
る
、
建
久
六
年
か
ら
建
暦
元
年
頃
ま
で
の
日

記
。前

掲
注

論
文
。

前
掲
注

と
同
。

寛
喜
二
年
三
月
二
十
九
日
条
。

寛
喜
二
年
四
月
十
九
日
条
。

『
捨
玉
集
』
五
五
三
九
番
（『
新
編
国
家
大
観
』）／
加
納
重
文
「
兼
実
・
良
経
と
定

家
」（「
女
子
大
国
文
」
第

号

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
日
）
よ
り
。


